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表紙写真の説明 

  

題目：エアレス塗装機における非 Newton 流体の液膜分裂挙動 
明星大学 渡邉 大貴 氏，海上技術安全研究所 藤本 修平 先生，明星大学 緒方 正幸 先生， 
明星大学 熊谷 一郎 先生 提供 
 

船舶塗装等で使用されるエアレス実機における液膜分裂挙動の可視化結果である．試験液体とし

て実際の船舶用塗料に近い shear-thinning 特性を有する Kelzan ST 水溶液を使用した．低濃度の

0.1 wt%では液膜がすみやかに分裂し良好な微粒化状態となるが，高濃度の 2.0 wt%では液膜は糸を

曳くような分裂挙動を示し微粒化が阻害される．塗料特有の非 Newton 性が液膜分裂形態，ひいて

は液滴が衝突して形成される塗装面の品質（平滑度）に大きな影響を与えていることを示す興味深

い結果である． 

日本液体微粒化学会の目的 
 
本会の目的は，本学会誌『微粒化』に掲載されている本会会則第 3 条各項にかかげられているように， 

  1．研究会，講演討論会，講習会，見学会などを開催する． 
  2．液体の微粒化に関する科学技術の情報を提供する． 
  3．各国の液体微粒化組織と情報交換および研究交流を行う． 
  4．国際液体微粒化会議（ICLASS）の開催に協力する． 
  5．その他，本会の目的を達するために必要な活動を行う． 
である． 
 

第 1 号について，本会は毎年，微粒化シンポジウム，微粒化セミナー，研究委員会などを開催している． 
第 2 号について，学会誌『微粒化』に一般研究論文，若手研究者育成論文，研究速報，技術論文，論説，

随想，解説，技術資料，レビュー，会員の窓，会告などを掲載し，本会のホームページにおいても論文な

ど，様々な情報を提供している． 
第 3 号について，ILASS-International，ILASS-Asia，ILASS-Americas，ILASS-Europe との間で交流を行っ

ている． 
第 4 号について，第 1 回を含めて ICLASS を日本で 3 回開催しており，その他の ICLASS 開催に多面的

に協力している． 
第 5 号について，農業，製薬，医療，粉体，造粒などの分野に活動を広げつつある． 

 
 会員各位は，このような目的を十分ご理解いただき，あわせて会員増強のお力添えをいただきたい． 
 
 

日本液体微粒化学会 出版部会の目的 
 
本学会誌『微粒化』は，日本液体微粒化学会会則（1991 年 8 月 27 日より施行）の第 3 条 2 項に基づい

て出版される学会情報誌であり，日本液体微粒化学会の機関誌として液体の微粒化に関する科学技術の情

報を提供するものである． 
 

会誌委員会構成員 
 
委員長  玉木 伸茂（近畿大学） 
副委員長 斎藤 寛泰（芝浦工業大学） 
委 員  荒木 幹也（群馬大学）  井上 智博（東京大学） 

大嶋 元啓（富山県立大学）  桑原 譲二（フォトロン） 
佐藤  進（東京工業大学）  瀬尾 健彦（山口大学） 
林   潤（大阪大学）  文  石洙（産業技術総合研究所） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論文等の原稿の投稿先 
 

芝浦工業大学 工学部 機械機能工学科 

日本液体微粒化学会 校閲委員会委員長 
斎藤 寛泰 

    〒135-8548 東京都江東区豊洲 3-7-5 
Phone 03-5859-8056 
Fax.  03-5859-8001 

    E-Mail: hsaito@sic.shibaura-it.ac.jp 
 

校閲の迅速化と経費削減のため，投稿は極力メールでファイル一式をお送り下さい． 
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表紙写真の説明 
  

題目：線香花火の高速度可視化と温度計測 
     東京大学  井上 智博 先生 提供 
 

この写真によって，400 年の謎であった線香花火の美の物理が明らかになった．左図は高速度カ

メラによるカラー可視化画像，右図は二色法を用いて解析した同時刻の温度を示す．線香花火の火

花がなぜ破裂するのか?という疑問は江戸時代からの謎である．そこで，線香花火の高速度可視化に

加えて，火花が飛び出してから破裂するまでの温度履歴を初めて計測した．その結果，火花内部の

硫化カリウムが吸熱分解によってガスを発生し，液滴微小爆発によって火花が破裂することがわか

った． 
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 表紙写真の説明

題目：液体噴射初期の発達過程大阪産業大学 坂東幸輔氏，高城敏美先生，服部廣司先生，成宮

喜久男先生 ご提供

右図は単円孔ノズルから雰囲気圧力 0.1MPa の窒素中へ軽油をノズル開弁圧 32 MPa で噴射した場

合の実験写真である．噴射先端から細い液柱が伸びている様子が観察される．このような実験を公

式に発表された例を筆者は知らない．では，どのようにしてそのような液柱が発せられるのだろう

か，数値解析で調べてみた．

左図は同様の条件で数値解析を行った結果である．ノズル入口（内径 0.3 mm）は写真の上流 2 mm
の位置で，液の初期条件として平坦な速度分布を与えた．ノズルを出る頃には先端外周部から液が

伸び，さらに，中心部と外周部に分かれ，中心部へ伸びた液が衝突することによって，下流方向に

細い液柱が伸びるとともに，上流側にも細い液柱が伸びることが解った．また，外周部へと向かう

液が液滴となっている．

計算で予測するには，特に工夫をしていない．ただし，空間刻みが軸方向，半径方向ともに 2μm，

時間刻みが 1.0e-9 sec であり，比較的小さいと考えられる．
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題目：液体噴射初期の発達過程大阪産業大学  坂東幸輔氏，高城敏美先生，服部廣司先生，成宮

喜久男先生 ご提供 

右図は単円孔ノズルから雰囲気圧力 0.1MPa の窒素中へ軽油をノズル開弁圧 32 MPa で噴射した場

合の実験写真である．噴射先端から細い液柱が伸びている様子が観察される．このような実験を公

式に発表された例を筆者は知らない．では，どのようにしてそのような液柱が発せられるのだろう

か，数値解析で調べてみた． 

左図は同様の条件で数値解析を行った結果である．ノズル入口（内径 0.3 mm）は写真の上流 2 mm

の位置で，液の初期条件として平坦な速度分布を与えた．ノズルを出る頃には先端外周部から液が

伸び，さらに，中心部と外周部に分かれ，中心部へ伸びた液が衝突することによって，下流方向に

細い液柱が伸びるとともに，上流側にも細い液柱が伸びることが解った．また，外周部へと向かう

液が液滴となっている． 

計算で予測するには，特に工夫をしていない．ただし，空間刻みが軸方向，半径方向ともに 2μm，

時間刻みが 1.0e-9 sec であり，比較的小さいと考えられる． 
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表紙写真の説明 
  

題目：線香花火の高速度可視化と温度計測 

     東京大学  井上 智博 先生 提供 

 

この写真によって，400 年の謎であった線香花火の美の物理が明らかになった．左図は高速度カ

メラによるカラー可視化画像，右図は二色法を用いて解析した同時刻の温度を示す．線香花火の火

花がなぜ破裂するのか?という疑問は江戸時代からの謎である．そこで，線香花火の高速度可視化に

加えて，火花が飛び出してから破裂するまでの温度履歴を初めて計測した．その結果，火花内部の

硫化カリウムが吸熱分解によってガスを発生し，液滴微小爆発によって火花が破裂することがわか

った． 
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題目：液体噴射初期の発達過程大阪産業大学 坂東幸輔氏，高城敏美先生，服部廣司先生，成宮

喜久男先生 ご提供

右図は単円孔ノズルから雰囲気圧力 0.1MPa の窒素中へ軽油をノズル開弁圧 32 MPa で噴射した場

合の実験写真である．噴射先端から細い液柱が伸びている様子が観察される．このような実験を公

式に発表された例を筆者は知らない．では，どのようにしてそのような液柱が発せられるのだろう

か，数値解析で調べてみた．

左図は同様の条件で数値解析を行った結果である．ノズル入口（内径 0.3 mm）は写真の上流 2 mm
の位置で，液の初期条件として平坦な速度分布を与えた．ノズルを出る頃には先端外周部から液が

伸び，さらに，中心部と外周部に分かれ，中心部へ伸びた液が衝突することによって，下流方向に

細い液柱が伸びるとともに，上流側にも細い液柱が伸びることが解った．また，外周部へと向かう

液が液滴となっている．

計算で予測するには，特に工夫をしていない．ただし，空間刻みが軸方向，半径方向ともに 2μm，

時間刻みが 1.0e-9 sec であり，比較的小さいと考えられる．
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表紙写真の説明 
  

題目：線香花火の高速度可視化と温度計測 
     東京大学  井上 智博 先生 提供 
 

この写真によって，400 年の謎であった線香花火の美の物理が明らかになった．左図は高速度カ

メラによるカラー可視化画像，右図は二色法を用いて解析した同時刻の温度を示す．線香花火の火

花がなぜ破裂するのか?という疑問は江戸時代からの謎である．そこで，線香花火の高速度可視化に

加えて，火花が飛び出してから破裂するまでの温度履歴を初めて計測した．その結果，火花内部の

硫化カリウムが吸熱分解によってガスを発生し，液滴微小爆発によって火花が破裂することがわか

った． 
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 表紙写真の説明

題目：液体噴射初期の発達過程大阪産業大学 坂東幸輔氏，高城敏美先生，服部廣司先生，成宮

喜久男先生 ご提供

右図は単円孔ノズルから雰囲気圧力 0.1MPa の窒素中へ軽油をノズル開弁圧 32 MPa で噴射した場

合の実験写真である．噴射先端から細い液柱が伸びている様子が観察される．このような実験を公

式に発表された例を筆者は知らない．では，どのようにしてそのような液柱が発せられるのだろう

か，数値解析で調べてみた．

左図は同様の条件で数値解析を行った結果である．ノズル入口（内径 0.3 mm）は写真の上流 2 mm
の位置で，液の初期条件として平坦な速度分布を与えた．ノズルを出る頃には先端外周部から液が

伸び，さらに，中心部と外周部に分かれ，中心部へ伸びた液が衝突することによって，下流方向に

細い液柱が伸びるとともに，上流側にも細い液柱が伸びることが解った．また，外周部へと向かう

液が液滴となっている．

計算で予測するには，特に工夫をしていない．ただし，空間刻みが軸方向，半径方向ともに 2μm，

時間刻みが 1.0e-9 sec であり，比較的小さいと考えられる．
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表紙写真の説明 

  

題目：エアレス塗装機における非 Newton 流体の液膜分裂挙動 
明星大学 渡邉 大貴 氏，海上技術安全研究所 藤本 修平 先生，明星大学 緒方 正幸 先生， 
明星大学 熊谷 一郎 先生 提供 
 

船舶塗装等で使用されるエアレス実機における液膜分裂挙動の可視化結果である．試験液体とし

て実際の船舶用塗料に近い shear-thinning 特性を有する Kelzan ST 水溶液を使用した．低濃度の

0.1 wt%では液膜がすみやかに分裂し良好な微粒化状態となるが，高濃度の 2.0 wt%では液膜は糸を

曳くような分裂挙動を示し微粒化が阻害される．塗料特有の非 Newton 性が液膜分裂形態，ひいて

は液滴が衝突して形成される塗装面の品質（平滑度）に大きな影響を与えていることを示す興味深

い結果である． 
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この写真によって，400 年の謎であった線香花火の美の物理が明らかになった．左図は高速度カ

メラによるカラー可視化画像，右図は二色法を用いて解析した同時刻の温度を示す．線香花火の火

花がなぜ破裂するのか?という疑問は江戸時代からの謎である．そこで，線香花火の高速度可視化に

加えて，火花が飛び出してから破裂するまでの温度履歴を初めて計測した．その結果，火花内部の

硫化カリウムが吸熱分解によってガスを発生し，液滴微小爆発によって火花が破裂することがわか

った． 
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題目：液体噴射初期の発達過程大阪産業大学 坂東幸輔氏，高城敏美先生，服部廣司先生，成宮

喜久男先生 ご提供

右図は単円孔ノズルから雰囲気圧力 0.1MPa の窒素中へ軽油をノズル開弁圧 32 MPa で噴射した場

合の実験写真である．噴射先端から細い液柱が伸びている様子が観察される．このような実験を公

式に発表された例を筆者は知らない．では，どのようにしてそのような液柱が発せられるのだろう

か，数値解析で調べてみた．

左図は同様の条件で数値解析を行った結果である．ノズル入口（内径 0.3 mm）は写真の上流 2 mm
の位置で，液の初期条件として平坦な速度分布を与えた．ノズルを出る頃には先端外周部から液が

伸び，さらに，中心部と外周部に分かれ，中心部へ伸びた液が衝突することによって，下流方向に

細い液柱が伸びるとともに，上流側にも細い液柱が伸びることが解った．また，外周部へと向かう

液が液滴となっている．

計算で予測するには，特に工夫をしていない．ただし，空間刻みが軸方向，半径方向ともに 2μm，

時間刻みが 1.0e-9 sec であり，比較的小さいと考えられる．
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